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研究成果の概要（和文）：軽度認知障害を放置することで、認知症に移行すると言われている一方、運動トレー
ニングや認知機能トレーニング等の介入により、認知機能が改善するとの報告がある。この研究では軽度認知機
能障害患者の口腔機能を詳細に測定し、関連性を示した。また、口腔管理に必要な手指巧緻性と口腔機能、身体
機能との関連性を調査することにより、それぞれに影響を及ぼすことが示唆された。

研究成果の概要（英文）：It is said that if mild cognitive impairment is left untreated, it will lead
 to dementia, but it has been reported that cognitive function is improved by interventions such as 
exercise training and cognitive function training. In this study, oral function in patients with 
mild cognitive impairment was measured in detail and shown to be relevant. In addition, by 
investigating the relationship between finger dexterity required for oral management and oral 
function and physical function, it was suggested that each of them would be affected.

研究分野： 高齢者歯科

キーワード： 軽度認知障害　口腔機能低下症　手指巧緻性

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、軽度認知障害の患者を対象に、口腔機能、手指巧緻性等の身体機能を測定し、口腔機能の低下が認
知機能の低下に影響を与えるのかを検討したいと考え、本研究を計画した。現在、認知症を予防する確実な方法
は存在しないため、本研究により得られた口腔機能と認知症発症および進行との関連を、さらに明らかにするこ
とができれば、超高齢社会における認知症患者増加の抑制につながり、さらには医療費・介護費の増大抑制にも
つながると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
アルツハイマー型認知症患者は、2015 年に 4,000 万人と推定されているが、2050

年には 1 億 3,500 万人に増加すると予測されている．アルツハイマー型認知症

に関する社会負担は日本において 14 兆円大きい。そのため、認知症を予防する

ことはわが国だけでなく、国際的にも喫緊の課題である。 

 軽度認知障害（Mild Cognitive Impairment：MCI）とは、認知症における物忘

れのような記憶障害が出るものの症状はまだ軽く、正常な状態と認知症の中間

である。MCI を放置することで、アルツハイマー型認知症に移行すると言われて

いる一方、運動トレーニングや認知機能トレーニング等の介入により、認知機能

が改善するとの報告がある 

 
２．研究の目的 
近年の疫学調査の報告によると、歯周炎などの歯周疾患、口唇運動機能および最

大咬合力は MCI と関連性している。しかしながら、口腔機能を詳細に測定した

研究はほとんどなく、口腔機能と MCI に関するエビデンスが求められている。

また、手指巧緻性と認知機能との関連は報告されているが４）、口腔管理に必要な

手指巧緻性と歯科疾患との関連性に関する報告はない。 
 本研究の目的は、軽度認知障害の患者を対象に、口腔機能、手指巧緻性等の身

体機能を測定し、口腔機能の低下が認知機能の低下に影響を与えるのかを検討

することである。 
 
３．研究の方法 
（１）本人に別添説明文書に基づき説明を行った上で、本研究への参加について、

文書にて同意を得る。 

（２）同意が得られた患者を研究対象者として登録し、下記の情報を診療録から    

取得する。 

  〔取得する情報〕 

 年齢、性別、身長、体重、既往歴、現病歴、服薬状況、生活習慣（喫煙、

飲酒習慣） 

 認知機能検査結果（MMSE、MoCA-J、HDS-R、CDR） 

 三宅式記銘力検査 

 レーヴン色彩マトリックス検査 

 画像検査結果（VSRAD による脳萎縮度、SPECT による脳血流） 

（３）研究用に以下の検査、アンケート調査を行う。 

   口腔内診査（現在歯数、義歯の使用、咬合支持、歯周検査） 

   口腔機能精密検査（口腔衛生状態、口腔乾燥、舌圧、舌口唇運動機能、咬 



合力、咀嚼機能、嚥下機能） 

   身体機能検査（Purdue Pegboard Test、5m 歩行速度、3m timed & go test、

握力） 

   アンケート調査（食習慣・栄養、フレイル、睡眠、社会的交流） 

（４）初回検査時から６か月後に、口腔機能精密検査、身体機能検査および認知   
機能検査の再評価を行う。 

（５）以上により得られたデータを用い、口腔機能の認知機能低下への影響を明 
らかにする。 

 
４．研究成果 
 
（１）対象者：１１名 男女比：6：5 平均年齢：74.1 歳  

正常：１名 MCI：７名（男女比４：３）AD：３名（男女比２：１） 
口腔機能低下症 ５名 

（２）口腔機能低下症と診断される要因は、舌圧と舌運動機能低下の影響が大き
く、より舌運動機能低下が反映されやすい傾向にあった。 

（３）認知機能低下の影響は手指巧緻性ではより複雑な作業に影響を受けやす
い結果となった。 

 

（４）認知機能低下は握力や歩行運動能力に直接的な関連はない傾向にあった。 
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